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ヴ ェ ネ ツ ィア ・ガ ラ ス と ノ ヴ ェ チ ェ ン ト
マ ル テ ィヌ ッツ ィ とカ ル ロ ・ス カ ルパ
佐 野敬 彦/大 阪芸術大学
ヴェネッ ィアのガラス工芸 はルネ ッサ ンス
時代に は一 っの黄金期をみせたが,近 世 では
創造力 も技術力 も低迷 し,ア ール ・ヌーヴォー
時代に もガ レや ティファニーの名声 の陰 にか
くれてひっそ りと日常的,民 芸的な ものを作 っ
ていた。 ガ ラス工芸 の革新 は1920年代 にな っ
て始 ま った。
それは1921年に創立 された一っ の工房か ら
であ った。 ミラノの弁護士,実 業家で あり,
ガ ラス愛好家 であ ったパ オロ ・ヴェニ ー二の
っ くった工房 である。彼 はムラノのガ ラス工
房主 ジ ャコモ ・カ ッペ リンと組 んで 「カ ッペ
リン ・ヴェニー二 ・ムラノ吹 きガ ラス会社」
を設立 した。そのアー ト・ディレクターのヴィッ
トー リオ ・ゼ ッキ ンはそれ までのやや粗野 な
装飾性を払拭 レ 透明,あ るいは ごく淡 い色
ガラスでル ネ ッサ ンスのガ ラス器 や陶器 にみ
られ るよ うな単純 化 された端正 な形 のガ ラス
器をデザイ ンした。 それ はルネ ッサ ンスの画
家パオ ロ ・ヴェロネーゼの絵画 に描かれ た古
典調 の形 なので 「ヴェロネーゼ型」 といわれ
るプ ロポー ションの美 しい ものであった。 ガ
ラス芸術 の再生 は古典 に帰 ることか ら始 まっ
た。
近代 ムラノ ・ガ ラスの創造性 を決定づ けた
のは1925年ヴェニ亠二が カ ッペ リンと別 れて
独立 してか らであ り,そ の二人 のデザイナー,
ナ ポ レオ ー ネ ・マ ルテ ィヌ ッツ ィ(1892～
1977)とカルロ ・スカルパ(1906～1978)に
よるもので あった。
マルテ ィヌ ッツィはムラノのガ ラス職人 の
子 として生 まれ,ヴ ェネッィア美術学校 で学
んだ彫刻家 であ った。 ガ ラス ・デザイ ンに携
わるよ うになったの は1923年か らで,カ ッペ
リンと別れて独立 した ヴェニー二のガ ラス会
社 にアー ト・デ ィ レクター兼デザイナー と し
て招かれたか らであった。1932年までヴェニー
二の もとにとどまり,作 風 を確立 し,そ の後
1936年まで 「ゼ ッキ ン ・マルテ ィヌ ッッ ィ芸
術 ガラス ・モザイ ク会社」 で活躍 した。
マルテ ィヌッツィのガ ラス工芸 には二っ の
ジャンルがある。一っ は彼本来 のガラスによ
る彫刻 であ る。初期 では果物や野菜 などの リ
ァルなオブ ジェがっ くられ たが,や がて古典
的な形態 のガラス瓶 の中にサボテ ンや水 棲植
物,さ らには水底か ら立 ち上が る泡がゆ らめ
くよ うな幻想的 な不思議の世界が表 現 され る
よ うになる。 シュール ・レア リスム的 とな る
のである。
もう一つの作品群 は工芸 と してのガ ラス器
で,壺 と しての基本形 はアンフォー ラやオイ
ノコエを は じめ とす る古典 的形態 であるが,
ガラス素材 に気泡 を入 れた り,不 透 明な重厚
な色彩を用いて新 しさをみせ,さ らに装飾 と
して奇妙 にうごめ く紐状 の もや蛇 の装飾 もっ
け られて不気 味な雰囲気 を作 っている。二っ
の傾 向に ともに流 れている ものは古典的基本
形 と幻想 的,シ ュール ゼレア リステ ィックな
もの との混在 であ る。 これ は何 なので あろ う
か。
その鍵 はノヴェチェ ン ト芸術運動 にあ ると
考 え られる。 ノヴェチェ ン トとは900,すな
わち1900年代,つ まり20世紀を意味 して いて,
イ タリア20世紀芸術運動を示す。1922年批評
家M.サ ル ファッテ ィと7人 の画家 によ って
結成 され,翌 年 ミラノのペ ーサ ロ画廊 で 「ノ
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ヴェチェント・グループ展」が開かれ,多 く





















発揮 しようとする熱情が見 られた。 もっとも
奔放のあまり,「醜い家」 と保守主義者か ら

































統を研究 し,使われな くなった技法 も復活 し,
それに改良を加えて20世紀的感覚の表現に用
いている。網 目文様をっくる 「フェーニチ」,
ルネ ッサ ンス以来の レース ・ガラスの技法を
色彩を加えて豊かにした 「フィリグラーナ」,
モザイク風の 「ミッレフィオー リ」や 「ムッ
リーネ」,カットグラスのよ うな陰刻の 「イ
ンチージ」など多 くのムラノの伝統技法を新
しい感覚のもとに自家薬籠中のものとしてい
る。
スカルパの作品は一見したところではいわ
ゆるノヴェチェント様式とは認めがたいと言
えるかもしれない。た しかに彼の作風にはモ
ダン ・デザインの影響 もあり,また他方では
日本やアジアか らのヒントも見受けられ,多
様な様相をもっているが,根本にはイタリア
性が強 く,それはノヴェチェントの精神的系
譜にあるものと言えよう。
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